


※委員からの主な意見 

○これまでの成果を見える化し、三重県の売

りにしていただきたい。自然環境が豊かな

特徴を生かして、公の施設の電力を再生可

能エネルギーでまかなうなどの取組をして

はどうか。 

〇県内各地でスマートライフの取組が展開さ

れているが、実施地域や事業内容を絞って

集中的に実施したほうが、事業効果やＰＲ

効果があがるのではないか。 

〇県外から見て、三重県のスマートライフに

関する取組の印象はまだまだ薄い。伊勢市

では観光客向けにＥＶバスを走らせている

が、県外からの観光客を対象とする取組を

もっと検討してはどうか。 

〇スマートライフの取組は、過疎地域におけ

る産業や雇用の創出につながるため、木質

バイオマスなど新エネルギーの取組を進め

る地方自治体を支援していただきたい。 

〇多くのプロジェクトが立ち上がってきたが、

事業の達成度合いがそれぞれ異なるので、

全体の進捗状況を把握するため、ロードマ

ップを作成してはどうか。また、これまで

の取組を踏まえて、今後どのようなコンセ

プトでスマートライフの取組を展開してい

くのか、整理する必要がある。 

 

 

  

      次回の開催予定       

 次回の企画・運営委員会については、平成

2７年度上半期に行う予定です。 


